
4.    　  水田耕作と鉄　「倭国」・ 弥生の時代を作った渡来人たち  2006.9.7.&9.8. 

写真アルバム 北部九州 魏志倭人伝の世界「壱岐・筑前・筑後の遺跡を訪ねて」   

縄文・弥生時代から魏志倭人伝・卑弥呼の弥生後期 そして古墳時代とつながる日本の黎明期 

大陸からの日本列島への入りであった北部九州  

北部九州に鉄と共に水田稲作が伝わり弥生の時代が始まり、 

数々の渡来の人達がやってきて日本の国づくりがはじまった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

晴天に恵まれた９月７・８日 を縄文の仲間２０数名と

北部九州 壱岐・筑前・筑後の遺跡 魏志倭人伝の世界

を訪ねました。 また、私にとっては 大陸から日本に入

ってきた「鉄」が日本をどのように変えていったのかを

知るまたとない機会。 

弥生の時代の幕開けを告げる最古の水田が見つかった唐

津菜畑遺跡 以前より 一番いきたかった朝鮮半島と北

部九州との中継地 壱岐 一支国の王都 原の辻弥生遺

跡、九州邪馬台国の王都?筑紫吉野ヶ里 そして 奴国の

中心を南北に伸びる丘陵地に眠る弥生の渡来人達の大墳

墓郡と弥生の時代全体の流れを知ることが出来ました。

水田稲作と鉄と倭の国 弥生の時代を作った渡来人たち

が今の自分たちにとってどんな存在なのか????  

垣間見る楽しい旅でした。 

 

いずれもよく知られた遺跡ですが、詳細をまとめるとな

ると膨大 簡単にはまとめ切れそうにないので これれ

らの遺跡について 「どんな場所で歴史が生まれたのか」

そして「今 どないなっているのか」と私の興味のおも

むくままパチバチ撮った写真をCountry Walk風にアルバ

ムにまとめました。 

 

 

 

      Country walk 北部九州 魏志倭人伝の世界  

       「壱岐・筑前・筑後の遺跡を訪ねて」 

1. 筑紫五郎山彩色古墳  6 世紀 古墳時代の円墳  

2. 筑紫吉野ヶ里弥生遺跡 弥生時代 前・中・後期の集落  

3. 筑紫東名遺跡 佐賀県巨勢川調整池 筑後 縄文草創期の貝塚群 

4. 唐津 菜畑遺跡 縄文晩期・弥生早期 弥生の始まり 最古の水田跡 

5. 壱岐への玄関口呼子   

6. 壱岐原の辻弥生遺跡  魏志倭人伝｢一支国｣の中心集落 

7. 壱岐の古墳群を訪ねて 

8. 筑前金隈遺跡     奴国の心臓部 月隈丘陵 

 ■ 写真アルバム PDF file   

 【北部九州 魏志倭人伝の世界 壱岐・筑前・筑後・筑紫の遺跡を訪ねて】  

 



北部九州 魏志倭人伝の世界「壱岐・筑前・筑後の遺跡を訪ねて」 概要 

1. 筑紫 五郎山彩色古墳  6 世紀 古墳時代の円墳   

   肥後菊池川流域の北 筑紫筑後川流域にも  彩色古墳を作った謎の渡来集団がいた  

 

福岡平野の南端 西側から背振山塊 東側の宝満山が迫る狭い丘陵地を抜けるとその南には有明海に注ぐ筑後川

が東西に流れる広大な筑後平野が広がる。その境の丘陵地 筑紫野市南端から小郡市にかけての丘陵周辺には数

多くの渡来人が住んだところ。そこにも古墳時代 熊本県菊池川流域と同じ石室に彩色画が描かれた謎の彩色古

墳があり、立派な古墳館が建っている。ここにも石室の壁に色鮮やかに人物・動物・船・家などが描かれている。

これらの絵はここに眠る人達の死後の世界・世界観を表している。  

一番気になったのは石室の入り口 左右の石に描かれた石棺を積んだ船の絵。  

私はこれら彩色古墳のあるところ いずれも古代製鉄と関連する川の流域にあり、朝鮮半島からやってきた渡来

の製鉄集団の根拠地と思っている。五郎山古墳の周辺には鉄の痕跡はまだ見つかっていないらしいが・・・・。

いまだ、よく判らないが 北朝鮮高句麗系の人達で 大和高松塚古墳やキトラ古墳などのルーツではないかと議

論されている。  

2. 筑紫 吉野ヶ里弥生遺跡  

   背振の山を背に卑弥呼の時代の王都を髣髴とさせる楼閣と環濠 まさに王都を思わせる弥生の集落  

吉野ヶ里が背振山をバックに幾つもの楼閣が立ち並ぶこんな素晴ら

しい歴史公園になっているとは・・・・ 

まるで 映画のロケ地のセットを見るよう。楼閣に登って周囲をながめ

ると眼下に広大な筑後平野が広がり、まさに王城。 卑弥呼の時代の繁

栄がイメージされる。 

この地の渡来系弥生人は福岡・山口に渡ってきた土井が浜人とは少し違

って 大陸から直接やってきたのではないかと・・・・  

 

3. 筑後 縄文草創期の貝塚群   佐賀県 東名遺跡 巨勢川調整池 

7000 年前 縄文の始まりの頃 もうここに集落があり、その頃の数多くの木製品・カゴ類などがおびただしい貝

殻と共に出土  

 
縄文時代の初めの 7000 年前頃この地は有明湾の海岸地帯の湿地帯。 ここには 幾つもの縄文草創期の貝塚があ

り、おびただしい貝類と共に湿地の泥の中に埋もれたおびただしい数の木製品やカゴ類が出土した  

調査は今も続いていて、幸運にもどろどろの中からカゴを取り出す作業を見れました。佐賀平野を守る広大な遊

水地の中 池の中に 沈んでしまうのか・・  



背振山をバックに広大な佐賀平野がどこまでも田園地帯の青空が素晴らしい景色を作っていました  

4. 菜畑 遺跡  縄文晩期・弥生早期    

    大陸文化の先進地 唐津・｢末盧国｣ で日本最古の水田が出土した  弥生時代の始まり  

唐津市の丘陵地の山裾 市街地

の中である。ここで鍬や石包丁・炭

化米などと共に最古の水田跡が見

つかった。   

弥生時代の始まりである。今は新興

住宅地の道路の下。復元水田に背丈

の高い古代米が赤紫の稲穂を揺ら

しているのが印象的でした。 

 

5. 壱岐への玄関口 呼子    

呼子から壱岐へは 島伝い 数々の人達がこの海を行き来した  

 
呼子は古代も今も壱岐・対馬の玄関口以前訪れた時は博多から。「島影の見えぬ玄界灘を本当に多くの渡来人が海

をわたったのか ???」との疑問に思えました。  

でも 呼子からは航路にずっと島影が見えて この荒海を安心して渡れたろうと感じました。  

壱岐への玄関口 呼子は佐賀県 壱岐は長崎県 長崎県から直接壱岐へは行けない。   

今は呼子からフェリーで 1時間ちょっと 博多から高速船で 45 分 近いもの。 

 6. 魏志倭人伝壱岐｢一支国｣の中心集落 原の辻弥生遺跡  

        日本の文化はみな ここを通って伝来した  

 

 



 

 

壱岐は一番高いところで 220m 海からみると本当に平坦な島に見え

る。ところが島に入ると魏志倭人伝にも書かれているごとく 小さ

な丘陵地が幾重にも島全体をおおう。魏志倭人伝に書かれた国で唯

一王城の地が特定された「一支国」の王都 原の辻遺跡。 島の南

東 かつては湿地であった周囲を丘陵地に囲まれた広い平地にあり、

小さな岡を隔てて直ぐに東の海岸部で水路が通じている。原の辻に

は船着場があり、ここまで直接船が入ったという。 

日本の文化はみなこの地を通って日本に伝来した。鉄の生産の出来

ぬ日本へは大量に鉄素材が日本に持ち込まれたが、この地をかなら

ずや 通ったろう。 

 今もこの原の辻遺跡は周囲を丘陵地に囲まれた田園の中にあり、発

掘調査が続いている。  

訪れた時にも この遺跡の高台に祭祀の建物が復元中であり、また 

竪穴住居群や環濠の発掘調査が続けられており、学芸員の人に気楽

にシートをあけて解説をしてもらえた。   そのオープンさがうれ

しい。  

「鉄」については 学芸員の人の話によると あちこちで鉄器は数多く出土するが、鍛冶工房や製鉄炉の跡は不

思議と出てこない。 原の辻にも鍛冶工房があったと考える向きもあるが、いまだ確証はないという。 

  

竪穴住居群や環濠の発掘調査中の原の辻弥生集落遺跡 

 

7. 壱岐の古墳群 を 訪ねて  

 大和王権の時代にも「一支国」の重要性は変わらない   

多くの古墳が島の中央丘陵地に作られ 朝鮮半島と大和の交流を支え

ました。 古墳時代になっても 大陸・朝鮮半島との交流の中継地とし

ての役割は重要性は変わらず。  しかし、ここを支配した首長たちはそ

の本拠を原の辻から島の北部丘陵地に移し、そこに古墳を築いている。   

大和からの支配の高まりで大きな支配層の交代があったのかも知れぬ 

 

 

 



 

8. 筑前 奴国の心臓部 月隈丘陵には数々の遺跡がある 

 

 1. 金隈弥生遺跡 弥生通期 348 基の甕棺墓に圧倒される    

2. 板付遺跡    縄文晩期の水田跡 環濠が今もきれいに残る  

 

 

   
   国の中心地 月隈丘陵周辺    500 に近い弥生人が眠る金隈遺跡   弥生の尺度 板付式土器  板付遺跡 

 

御笠川の東岸を南北に連なる月隈丘陵 奴国の心臓部に 500 に近い弥生人が眠る金隈遺跡 

 

御笠川の東岸を南北に連なる月隈丘陵は奴国の心臓部 その中央部に金隈遺跡がある。   

北部九州弥生時代の特徴的な墓制である甕棺墓を主とする墓地跡。標高

30ｍの丘陵上に、前期から後期にかけて甕棺墓 348 基、土壙墓・木棺墓

119 基、石棺墓   

2基が営まれていた。土井が浜人と呼ばれる渡来系弥生人400年間の墓。

その甕棺墓の数に圧倒されるこの遺跡ではありませんがこの北部九州

に眠る渡来系弥生人の時代識別から 弥生人の村で人口爆発が起こり、

縄文から弥生の世界への移り変わりが「戦い」というよりも「融合」に

よってきたことがわかってきた。 

 

 

 

 



【参考】写真アルバム PDF file   

    【北部九州 魏志倭人伝の世界 壱岐・筑前・筑後・筑紫の遺跡を訪ねて】 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 

 

【完】 




